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県
内
の
ツ
バ
キ
愛
好
者
で
つ
く
る

「珠
洲
の

薮
椿
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
協
議
会
」
は
１０
月
か
ら
、

珠
洲
市
の
花
で
あ
る

「
ツ
バ
キ
」
の
ガ
イ
ド
育

成
に
乗
り
出
す
。
群
生
地
の
見
学
な
ど
を
通
じ

て
、
市
内
の
見
ど
こ
ろ
や
暮
ら
し
と
の
関
わ
り

を
紹
介
す
る
。
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
自
然
群
生
地
と

し
て
は
国
内
最
北
と
さ
れ
る
珠
洲
で
、
市
民
が

市
花
に
親
し
み
、
観
光
客
に
魅
力
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。

市
民
ガ
イ
ド

養
成
は
、
県
の
震
災

復
興
基
金
事
業

「珠
洲
の

ヤ
ブ
ツ
バ

キ
観
察
会
」

（北
國
新
聞
社
後
援
）
の

来‐月から観察会
中
で
行
う
。

第
■
回
は
１０
月
４
日
に

同
市
木
ノ
浦
地
区
、
第
２
回
は
１１
月

８
日
に
、
第
３
回
は

来
年
３
月
の
す

ず
ツ
バ
キ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
市
馬
繰
町
で
開
催
す

る
。　
　
　
　
一
　
　
・　
　
・

２０
ヵ
所
で
群
生

協
議
会
の
坂
敏
文
代
表
の
調
査
に
よ

る
と
、
市
内
で
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
３０
本
以

上
密
集

し
て
自
生
し
て
い
る
の
は
、

木

ノ
浦
地
区
や
馬
練
町
な
ど
を
中
心

に
、
外
浦
側
で

２０
ヵ
所
確
認
さ
れ
て

い
る
。
■
回
目
と
２
回
目
の
観
察
会
で

は
こ
れ
ら
の
群
生
地
を
巡
り
、
珠
洲
で

ヽ
自
生
す
る
よ
う
に
な

っ
た
経
緯
な
ど
を

学
ぶ
。

珠
洲
市
で
は
、一
ツ
バ
キ
は
１２
月
下
旬

か
ら
４
月
上
旬
に
咲
き
、
特
に
２
、
３

月
に
花
の
盛
り
を
迎
え
る
。
市
内
に
は
、

樹
齢
２
４
０
～
２
５
０
年
、
幹
回
り
２

■
０
考
も
あ
る
巨
木
が
あ
る
ほ
か
、
潮

風
に
強
い
ツ
バ
キ
が
、
生
け
垣
と
し
て

人
家
周
辺
に
植
え
ら
れ
て
集
落
に
広
が

っ
た
場
所
も
あ
る
。

８
月
に
、
休
眠
状
態
と
な

っ
て
い
た

珠
洲
椿
協
会
が
再
始
動
す
る
な
ど
、
市

民
の
間
で
愛
護
、
調
査
活
動
へ
の
機
運

が
高
ま

っ
て
い
る
。
た
だ
、
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
が
市
花
で
あ
る
こ
と
や
自
然
群
生
地

の
北
限
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も

少
な
く
な
い
と
い
う
。

●
坂
代
表
は

「珠
洲
の
ツ
バ
キ
の
何
が

珍
し
い
の
か
、
人
の
暮
ら
し
に
ど
う
関

わ

っ
て
き
た
の
か
、
大
勢
の
人
に
知

っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。


